
佐藤　孝弘 山形市長
　山形市では、平成10年９月に県内初、全国で14番目となる「男女共同参画都市宣言」を行い、平成25年３月には男女共同
参画推進条例を制定し、誰もが性別にかかわりなく個性と能力を発揮することのできる、男女共同参画の実現に向け、様々
な事業に取り組んでまいりました。
　男女共同参画に関する一行詩の募集は、社会における男女共同参画の意識啓発を行う取り組みの一環として、平成13年度
より実施しており、今年度も幅広い年代の方から数多くの作品をお寄せいただきました。ご応募いただいた皆様方、また学
校関係者の方々に対し、心より感謝を申し上げます。
　このたびの入賞作品は、家事や育児に対する意識や性別による固定的役割分担に対する想い、自分らしさである「個性」に
着目した作品など、いずれの作品も、山形市における男女共同参画に対する意識が浸透していること、性の多様性について
の理解の高まりを実感するものであり、大変嬉しく思っております。
　今後とも、市民、事業者及び関係団体の皆様と手を携えながら、「男女共同参画のまち山形」を目指して様々な取り組みを
進めて参りますので、皆様のご理解とご協力をお願い申し上げます。

審査員一覧
山形市男女共同参画審議会会長　山形大学ダイバーシティ推進室副室長　准教授 柿﨑　悦子
山形市男女共同参画審議会委員　山形市立西小学校長 武田　喜好
山形市男女共同参画審議会委員　山形市女性団体連絡協議会 塩野　優子
山形市企画調整部長 畑口　和久
山形市企画調整部次長（兼）男女共同参画センター所長 高橋　真枝

（順不同、敬称略）

発行／令和５年10月　編集／山形市企画調整部男女共同参画センター 山形市城西町二丁目２番22号 TEL.023－645－8077

柿﨑　悦子 審査員代表（山形大学ダイバーシティ推進室副室長准教授）
　今年度は、応募総数953作品となり、中学・高校の部で808作品、大学・一般の部では145作品の応募がありました。多
くの作品をお寄せいただいたことに感謝を申し上げます。また、入賞者の皆様には心よりお祝いを申し上げます。おめでと
うございました。多くの作品から、男女共同参画社会を目指す若い年代の方たちの将来への期待や関心の高さを読み取るこ
とができました。その期待や関心は、今後、社会を変容させる大きな推進力となるでしょう。審査員は明るい未来を感じて
おります。
　作品は、年齢が上がると共に家族から社会へと視点が変化し、それはとりもなおさず社会での経験値に因るものであり、
今後の生活の中でより多くの経験をして視野を広げ感性を磨いてほしいと願います。また、固定的性別役割分担意識や無意
識の思い込み（アンコンシャスバイアス）に関する作品と同じく、多様な性についての作品も多くみられました。性別によら
ず一人一人が活躍できる社会の創造に力を注いでいただきたいと期待いたします。
　男女共同参画社会の基盤は、人と人との関わりの中で、その違いを認め、相手を尊敬し大切に思う寛容な社会であること
です。第４次山形市男女共同参画計画「いきいき山形男女共同参画プラン」の基、市民の皆様が、いきいきとした毎日を過ご
すことができますよう祈念いたします。

入賞作品総評

入賞作品集
男女共同参画に関する一行詩

令和５年度
男女共同参画宣言都市事業
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男女共同参画都市宣言
社会のあらゆる場で　男女の人権は　互いに尊重されることが必要です

私たち山形市民は　真のパートナーシップの実現を目指し
さまざまな分野に　男女が平等に参画できる社会を創ります
次代を担う子どもたちに　ともに信頼し支え合う大切さを伝え

市民一人ひとりが　力強く歩み続けることを誓い
ここに　山形市は　男女共同参画都市の宣言をします

平成10年９月　山形市

大学・一般の部（応募総数145作品）
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男女共同参画都市宣言
社会のあらゆる場で　男女の人権は　互いに尊重されることが必要です

私たち山形市民は　真のパートナーシップの実現を目指し
さまざまな分野に　男女が平等に参画できる社会を創ります
次代を担う子どもたちに　ともに信頼し支え合う大切さを伝え

市民一人ひとりが　力強く歩み続けることを誓い
ここに　山形市は　男女共同参画都市の宣言をします

平成10年９月　山形市

大学・一般の部（応募総数145作品）


